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　（１）  グループでワークシ トー記入内容を共有し，代表者がプレゼンテー
ションソフトに入力する。

























































　（１）  遭遇すると思われるトラブルを予想し，ワークシ トーに記入する。
　（２）  グループでワークシ トー記入内容を共有し，代表者がプレゼンテーショ
ンソフトに入力する。


























　（２）  ワークシ トーに記入した「トラブル回避方法」を発表し，板書内容を
ワークシ トーに記入する。
　（３）  教師のまとめと次回予告
• 適宜指名し，考えたことを1つ発表させ，
簡潔に板書する。
• 次回に「解説編動画」を視聴することと，
トラブル回避・対策方法を学習するこ
とを示し，自分でも考えたり調べたりし
ておくように指示する。
